
T.3

T.6

H

H

H

H

H

H

H

H

H

雨

雨

M
M

E公

雨

CM

公

M

M
公

M

M

E

E

M

M

E

公

公

公

ふなつや

ふなつや

掘抜史跡館

ローソン

山岸旅館

（駐）

ときわ

末広亭

KBM.2

支
那
そ
ば
　

成
屋

物置

タンク

836.52

835.97

835.64

836.53

836.50

836.17

836.66

836.31

835.98

836.55

835.89

836.40

837.33

836.70

836.63

838.06

837.37

838.42

837.94
838.97

838.89

839.38838.71

839.68

840.00

874.20

870.27

869.06868.72

862.69

859.37

855.69

849.75

843.94

836.91

841.03

841.11

841.08

839.83

840.37

840.74

840.68

840.32

840.46

840.57
840.72

839.76

847.74

851.16

853.23

856.92

859.00

H

H

H

H

H

H

H

浅川3

浅川9

浅川5
看板 看板 看板

Co

汚

公
水

量

公公

公

G

Co

G

G

As

As

Co

Co

Co

Co

Co

G

As

As

As

Co

F

早川商店

小田原屋

石原電器商会
G

As

鷹谷喜雄

小佐野政常

PP16-10

PP16-9

T.5

PP22-2

T.4

PP22-1

T.2

PP13-7

PP13-8

T.1

PP23-3

PQ21-1
PQ21-2

PQ21-3

PP24-2

汚

Co

Co

浅川115

浅川13

看板

看板

浅川11

看板

看板

M
量

看板

E

E

E

E

840

845

850

855

860

865

870

865

860

841.61

845.49

850.49

848.84

847.65 851.22

845.46

842.87

845.50

857.23

848.56

856.55

859.89

858.83

848.01

850.94

854.30

861.19

854.20

861.59

863.09

859.88

863.15

871.71

868.89

865.12

857.76

Co

G

浅川15

浅川16

看板

おおや

至　御坂

国道137号

Co

Co

Co

Co

Co

G

G

Co

IP.1

浅川19
840.98

公

PP24-1

PP23-2

PP23-1

PP16-6

PP16-7

855

850

860

BM.37-6

A

下

下

836.64
836.76

M

M

M

排気弁

N
T
T

T

下

T

下

下

T

下

下

花

T.1

T.2

T.3

T.4

T.5

T.6

T.7

T.8

M

タンク

(土)

天上山護國神社

案内板

Co

Co

Co

g
g

Co

Co

Co

Co841.61

840.95

847.87

852.31

852.28

Co

852.35
852.46

854.05

851.15

853.95

854.07

851.89

854.29

854.62

854.40

854.39

854.51

852.50

852.50

857.68

857.53

857.75

841.06

840.78

840.79

851.87

852.80

853.29

Co

Co

847.76

848.63

846.32

854.17

850.74

858.87

863.63

864.02

871.67

869.81

869.39

867.65

862.35

860.30

861.92

864.05

865.07

858.90

869.48
869.18

867.54

872.14

870.72

872.48

873.65

872.81
Co

873.59 872.67 871.00873.10
869.67

868.67

868.92

862.74

867.04

863.08

867.86

862.83

871.90

863.77
863.42

868.02

860.80

860.06

874.51 873.80 872.39

881.78 882.01

876.79
873.93

872.86

881.79

881.90

881.88

876.69

878.95

876.49

879.13

872.23

872.58

876.19

881.90

879.76

875.41

885.47

883.28

888.72
879.54

891.67

878.58

885.33

884.32

889.58

890.88

895.32

890.49

897.34

892.28

898.58

896.10

900.49

902.54

905.23

897.18

899.72

900.50

907.25

909.39

903.04

904.44

912.59

909.44

911.55

908.49

912.95

913.65

919.51

916.96

915.46

923.28

918.74

918.89

911.81

915.73

909.06

905.59

892.57

887.93

885.36

874.35

866.75

862.11

863.64

872.70

85
0

85
5 86

0 86
5

87
0

860

865

87
5

88
0

865

870

875

880

885

890

895

900

905

910

915

920

895.12

As

As

花

花

建物

g

タンク

ベンチ

手水舎

881.30

873.13
874.46

882.75

884.13

888.61

案内板

IP.1

IP.2

NO
.0

(BP
) B
C.

1

N
O.0

+15
.50

SP.1

NO
.1

NO.
1+6.5

0

EC.
1

NO.2

NO.2+
6.50

NO.2+
19.00
NO
.3

BC
.2

S
P.

2

N
O.
4

E
C
.
2

N
O
.
4+
1
0.
0
0

N
O
.5

KBM.A

KBM.B

NO.2+
16.50

NO
.
5+
4
.
40
(
E
P)

N
O
.4
+
2
.0
0

南都留郡富士河口湖町船津地内

平面図 S=1:500

2000*2000*300*300L=438.13m
モルタル吹付工
A=90.67m2　

枠内種子散布工
A=199.12m2
鉄筋挿入工AS345 D19　L=3.50m/本ΣL=318.50m削孔径φ90mm L=3.10m/本削孔長ΣL=282.10m
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吹付法枠工

船津急傾斜法面対策工設計

株式会社　秀建コンサルタント

平面図

令和　6年　3月

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

富士河口湖町

1:500 1/11

実施

H=840.255m

H=838.320m

H=859.382m

H=836.660m



標準横断図 S=1:100

(t=10cm)
吹付法面取壊し

2000*2000*300*300　
鉄筋挿入工　AS345 D19 L=3.50m/本

削孔径φ90mm L=3.10m/本

※　平面・断面上で補強材が交差する場合は、補強材が干渉しないよう
　水平角度を5度ずらし打設すること。

枠内種子散布工
枠内モルタル吹付工

吹付法枠工

船津急傾斜法面対策工設計

株式会社　秀建コンサルタント

標準横断図

令和　6年　3月

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

富士河口湖町

1:100 2/11
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船津急傾斜法面対策工設計

横断図

令和 6年 3月

富士河口湖町事業所名

会社名

図面番号

年月日

図面名

工事名

縮尺

株式会社　秀建コンサルタント

※　平面・断面上で補強材が交差する場合は、補強材が干渉しないよう
　水平角度を5度ずらし打設すること。

横断図 S=1:100

吹付法面取壊し 6.0

1:100
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NO.4+2.00R3.75
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FH=
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NO.4+2.00

As

吹付け

吹付け

Co

3/11

参考図



船津急傾斜法面対策工設計

横断図

令和 6年 3月

富士河口湖町事業所名

会社名

図面番号

年月日

図面名

工事名

縮尺

株式会社　秀建コンサルタント

※　平面・断面上で補強材が交差する場合は、補強材が干渉しないよう
　水平角度を5度ずらし打設すること。

吹付法面取壊し 8.8

1:100
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GH=836.87

EC.2

Co

Co

吹付け

吹付け
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参考図



船津急傾斜法面対策工設計

横断図

令和 6年 3月

富士河口湖町事業所名

会社名

図面番号

年月日

図面名

工事名

縮尺

株式会社　秀建コンサルタント

※　平面・断面上で補強材が交差する場合は、補強材が干渉しないよう
　水平角度を5度ずらし打設すること。

吹付法面取壊し 5.8

1:100
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船津急傾斜法面対策工設計

横断図

令和 6年 3月

富士河口湖町事業所名

会社名

図面番号

年月日

図面名

工事名

縮尺

株式会社　秀建コンサルタント

※　平面・断面上で補強材が交差する場合は、補強材が干渉しないよう
　水平角度を5度ずらし打設すること。

吹付法面取壊し 8.6

1:100
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吹付法枠工　展開図 S=1:100
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AS345 D19  L=3.5m×8本＝28.0m
削孔径 φ90  削孔長 L=3.1m(打設角度：斜面に対して垂直)

AS345 D19  L=3.5m×10本＝35.0m
削孔径 φ90  削孔長 L=3.1m(打設角度：斜面に対して垂直)

AS345 D19  L=3.5m×11本＝38.5m
削孔径 φ90  削孔長 L=3.1m(打設角度：斜面に対して垂直)

AS345 D19  L=3.5m×11本＝38.5m
削孔径 φ90  削孔長 L=3.1m(打設角度：斜面に対して垂直)

AS345 D19  L=3.5m×11本＝38.5m
削孔径 φ90  削孔長 L=3.1m(打設角度：斜面に対して垂直)

AS345 D19  L=3.5m×11本＝38.5m
削孔径 φ90  削孔長 L=3.1m(打設角度：斜面に対して垂直)

AS345 D19  L=3.5m×10本＝35.0m
削孔径 φ90  削孔長 L=3.1m(打設角度：斜面に対して垂直)

AS345 D19  L=3.5m×8本＝28.0m
削孔径 φ90  削孔長 L=3.1m(打設角度：斜面に対して垂直)

AS345 D19  L=3.5m×7本＝24.5m
削孔径 φ90  削孔長 L=3.1m(打設角度：斜面に対して垂直)

AS345 D19  L=3.5m×4本＝14.0m
削孔径 φ90  削孔長 L=3.1m(打設角度：斜面に対して垂直)
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※　平面・断面上で補強材が交差する場合は、補強材が干渉しないよう
　水平角度を5度ずらし打設すること。

枠内種子散布

モルタル吹付工(t=10cm)

A=199.12m2(CAD求積)

A= 90.67m2(CAD求積)

 

水抜きパイプ(φ50mm) n= 31箇所

鉄筋挿入工（ネジ節棒鋼）

鉄筋挿入工（ネジ節棒鋼）

鉄筋挿入工（ネジ節棒鋼）

鉄筋挿入工（ネジ節棒鋼）

鉄筋挿入工（ネジ節棒鋼）

鉄筋挿入工（ネジ節棒鋼）

鉄筋挿入工（ネジ節棒鋼）

鉄筋挿入工（ネジ節棒鋼）

鉄筋挿入工（ネジ節棒鋼）

鉄筋挿入工（ネジ節棒鋼）
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吹付法枠工　展開図

船津急傾斜法面対策工設計

株式会社　秀建コンサルタント

令和　6年　3月

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

富士河口湖町

1:100 7/11

参考図

水抜きパイプ(φ50mm)



現場吹付法枠工構造図

FM300タイプ　2000×2000

展開図 標準横断図S=1:30

A

A

AA

3

3

11

22

FM300D19 L=800

D13 L=500

D19 L=800

削孔径φ90mm
L=3.5m

S=1:30

3-3

断面図 S=1:30

1-1 2-2

D19 L=800

削孔径φ90mm
L=3.5m

D13 L=500

※　種子散布工について、自然公園法に基づく法面緑化指針により、
　外来種の使用は絶対に避けるものとする。
　　在来植物を必ず使用すること。（ヨモギ、イタドリ、ススキ等）

※　施工前に、自然公園法に基づき吹付法枠工のモルタルの明度に
　ついて協議すること。

※　平面・断面上で補強材が交差する場合は、補強材が干渉しないよう
　水平角度を5度ずらし打設すること。

t=10cm

t=10cm

t=10cm

 φ50mm L=15cm

（FM300タイプ）

フリーフレーム標準図S=1:5A-A断面 S=1:5

（亜鉛めっき鉄線）

船津急傾斜法面対策工設計

株式会社　秀建コンサルタント

令和　6年　3月

現場吹付法枠工構造図

FM300タイプ　2000×2000

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

富士河口湖町

図　示 8/11

実施

300 1700 300 1700 300 1700 300

2
0
0
0

2
0
0
0

D13   

フリーフレーム 

3
0
0

1
7
0
0

3
0
0

1
7
0
0

3
0
0

種子散布工(自然斜面部)

2000 2000 2000

主アンカー

鉄筋挿入工

補助アンカー 　 　

主アンカー

鉄筋挿入工

30
0

17
00

30
0

17
00

30
0

20
00

20
00

300

300

300 1700 300 1700 300 1700 300

3
0
0

3
0
0

主アンカー　

鉄筋挿入工

 

補助アンカー　    

 

種子散布工(自然斜面部)

種子散布工(自然斜面部)

モルタル吹付工(既設モルタル吹付部)

モルタル吹付工(既設モルタル吹付部)

モルタル吹付工(既設モルタル吹付部)
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1.先端キャップ 3.K-1スペーサーD19-65（電気メッキ）

5.メッキ付角座金 6.メッキベルワッシャ－ 7.ベルキャップBC

4.ベルシ－ス

※ベルコート360ｇ入り

単位種　　別

個

m

仕　　様

数量表 (1箇所当り)

備　　考数量

先端キャップ

ASメッキコマナット

K-1スペーサー

ベルシース

メッキ付角座金

メッキベルワッシャー

ベルキャップBC
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1.先端キャップ
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58.5 21
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AS345メッキボルト（D19N）標準施工図

AS345メッキボルト（D19N）部品

船津急傾斜法面対策工設計

株式会社　秀建コンサルタント

AS345メッキボルト（D19N）構造図

令和　6年　3月

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

富士河口湖町

図　示※　平面・断面上で補強材が交差する場合は、補強材が干渉しないよう
　水平角度を5度ずらし打設すること。
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参考図
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作成年月日
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会社名

事業者名

図面番号

富士河口湖町
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吹付機

コンプレッサー

累加式計量器

ベルトコンベアー

発電機

揚水ポンプ

水タンク

ミキサー車

8LG-800″AEL

11m3/min

300kg累加式

7m

35KVA

1′

1m3

2.59×2.5×1.5

3.2×1.4×1.75

1.2×1.335×2.15

7.0×0.457×0.36

2.0×0.88×1.25

2.9t

2.07t

0.18t

0.28t

1.18t

1.0kw

2.5kw

1

2

1

1

1

1

1

1

機械名 仕様・規格
寸　法

Ｌ×Ｗ×Ｈ 重　量 電　力 台　数

主要機械一覧表

1.3×1.1×1.015

11.0kw

S=1:100モルタル吹付工プラント図

　　伐採時の仮設防護柵の資材運搬については、図面に示す経路で人力運
　搬とする。

※　伐採後の切り株については、抜根による土砂の崩壊に注意すること。
　　法枠工の丁張時に抜根の有無を判断し、避けることができる場合は無
　理に抜根を行わないこととする。
　　抜根により地形が変わっても法枠工及びロックボルトの構造は変えな
　いこととし、変わった地形なりに施工することとする。

※　伐採時は電線等、倒木方向の影響に注意すること。
　　伐採及びクレーン作業時、電線が支障となる場合は移設等の検討を行うこと。

※　施工前に、自然公園法に基づき吹付法枠工のモルタルの明度について
　協議すること。

3
0
0
0

33000

モルタル吹付工プラント配置参考図

　　NTT ロープウェイ支 割 1/9については、移設が必要だが、移設位置に県の

　構造物を施工予定であるため、電柱の移設位置については、県と協議すること。

　　（県の構造物を先に施工できない場合、県の施工時に再び支障となる可能性

　が考えられるため）

　　ただし、仮移設（施工後元に戻す）ができるのであれば、施工の順序・移設

　位置は問題ないと考えられる。

※　仮設防護柵は、法面整形時の少量の土砂に対する対策であるため、強
　度等は特に考慮しないものとする。

土木工事設計マニュアル　砂防編
Ⅲ.急傾斜地崩壊対策技術マニュアル　参考編-4より抜粋

県用地取得ライン

NTT ロープウェイ支 9
東電

電線

凡例

仮設防護柵資材運搬経路
(伐採時)

法面工施工時（クレーン搬入）

伐採時（人力搬入）

L=45.0m

参考図

H=859.382m

県発注予定の高エネルギー吸収型崩壊土砂防止柵

仮設防護柵　タイプ1　H=1.5m　L=16.0m

仮設防護柵　タイプ1　H=1.5m　L=23.5m

資材人力運搬経路
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tラフテレーンクレーン

A
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B

B

仮設防護柵資材運搬経路
(伐採時)

A-A

大型土のう　n=2.0袋

n=4.0枚

クレーン作業ヤード断面図（参考）S=1:100

B-B

クレーン作業ヤード

法面工施工時（クレーン搬入）

伐採時（人力搬入）

L=45.0m
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移設希望地

船津急傾斜法面対策工設計

株式会社　秀建コンサルタント

仮設計画平面図（参考）

令和　6年　3月

クレーン作業ヤード

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

富士河口湖町
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県用地取得ライン

NTT ロープウェイ支 9
東電
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A=0.3m2
V=0.3m2*2.0m
 =0.6m3

22×914×1,829

n=2.0袋

22×914×1,829

22×914×1,829

22×914×1,829

　　伐採時の仮設防護柵の資材運搬については、図面に示す経路で人力運
　搬とする。

※　伐採後の切り株については、抜根による土砂の崩壊に注意すること。
　　法枠工の丁張時に抜根の有無を判断し、避けることができる場合は無
　理に抜根を行わないこととする。
　　抜根により地形が変わっても法枠工及びロックボルトの構造は変えな
　いこととし、変わった地形なりに施工することとする。

※　伐採時は電線等、倒木方向の影響に注意すること。
　　伐採及びクレーン作業時、電線が支障となる場合は移設等の検討を行うこと。

※　施工前に、自然公園法に基づき吹付法枠工のモルタルの明度について
　協議すること。

　　NTT ロープウェイ支 割 1/9については、移設が必要だが、移設位置に県の

　構造物を施工予定であるため、電柱の移設位置については、県と協議すること。

　　（県の構造物を先に施工できない場合、県の施工時に再び支障となる可能性

　が考えられるため）

　　ただし、仮移設（施工後元に戻す）ができるのであれば、施工の順序・移設

　位置は問題ないと考えられる。

※　仮設防護柵は、法面整形時の少量の土砂に対する対策であるため、強
　度等は特に考慮しないものとする。

Co

Co

Co

参考図

H=859.382m

クレーン作業ヤード確保

敷鉄板養生 22×914×1,829

仮設防護柵　タイプ1　H=1.5m　L=16.0m

仮設防護柵　タイプ1　H=1.5m　L=23.5m

資材人力運搬経路

県発注予定の高エネルギー吸収型崩壊土砂防止柵

仮設盛土（設置・撤去）

敷鉄板養生

大型土のう

敷鉄板養生

敷鉄板養生

敷鉄板養生


